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第
二
期
工
事
進
行
中

二期工事中の新校舎

(写真は49回卒岩山写真提供)

前
回
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
校
舎
の

改
築
工
事
計
画
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
に
は
め
で

た
く
第
一
期
工
事
（
教
室
棟
三
階
建
十
八
教
室

）

が
完
了
し
、
翌
四
月
に
は
三
年
生
、
二
年
生
が
待

望
久
し
く
移
動
し
ま
し
た
。
県
下
に
誇
る
教
室
棟

と
の
折
紙
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
第
二
期
工
事
が
、
第
一
期
工
事
同
様
井

土
工
業
Ｋ
Ｋ
に
よ
っ
て
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
旧

南
校
舎
は
教
務
室
等
一
部
を
残
し
て
撤
去
さ
れ
、

そ
の
跡
に
八
月
以
来
。
坑
打
ち
、
基
礎
工
事
等
が

ハ
イ
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
三
階
ま
で
の
骨
組
み

が
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
ま
す
、
当
初
の
計
画
で
は

教
皇
棟
（
残
り
九
教
室

）
、
管
理
棟
の
東
半
分
、

Ｔ

編 集 兼発行 人
戸　 塚　 興･　嗣

J「
1

1

印

両
棟
を
結

ぶ
通
路
㈱
の
建
築
と
い
う
こ
と
で
し
た
二

が
、
予
算
の
関
係
で
管
理
棟
の
東
半
分
の
迦
路
棟

に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
棟
は
、
一
階
は
東
よ
り
保
健
叢
、
迦
信
制

課
程
関
係
の
教
務
室
そ
の
他
、
宿
直
室
、
公
仕
室

と
な
っ
て
お
り
、
二
階
は
大
・
小
会
議
室
、
応
接

室
、
校
長
室
、
事
務
家
の
予
定
に
な
り
ま
す
、
三

階
は
特
別
教
室
で
地
学
教
室
・
同
準
備
室
等
、
社

会
科
教
室
・
同
準
備
室
、
生
徒
会
室
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
屋
上
（
地
学
教
室
の
上
）
に
は
ド

ー
ム
を
設
置
す
る
基
礎
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。

通
跡
棟
の
方
で
は
、
一
階
は
生
徒
の
出
入
り
口

に
な
り
、
二
階
は
玄
関
に
な
り
ま
す

が
、
そ
こ
へ

は
階
段
に
よ
っ
て
迦
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
三

階
は
進
路
指
導
室
、
カ
ン
セ
ラ
ー
室
等
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
二
階
の
正
面
玄
関
は
、
歴
史
と
伝

統
あ
る
母
校
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す

べ
く
、
関

係
者
一
同
、
対
策
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
以
上
が

第
二
期
工
事
の
あ
ら
ま
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ち
ょ
う
並
木
の
葉
は
す
で
に
な
く
、
冬
を
迎

え
る
わ
け
で
す

が
、
や
が
て
芽
を
ふ
き
か
け
よ
う

と
す
る
来
年
三
月
に
は
、
末
尾
の
図
の

ご
と
き
鍵

形
の
建
物
で
は
あ
り
ま
す

が
、
第
二
期
工
事
も
完

成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
、

い
く
た
の
歴
史
を
刻
み

こ
ん
で
き
た
講
堂
は
以
前
の
ま
ま
の
姿
で
工
事
の

-

進
行
い
ざ
見
守

っ
て

お
り
ま
す
。

第
三
期
工
事
や
、
玄
関
の
周
辺
、
中
庭
の
整
備

等
い
ろ
／
～
残
さ
れ
た
仕
事
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で

創
ふ

旧
に
倍
す

る

ご
支
援

の
ほ

ど
お
願

い
申
し
上

げ
ま

す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
塩
浦

）

皿
八
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
状
況
の

中
間
報
告
と
お
願

昨
年
の
会
報
で
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
昭
和
五

十
二
年
に
は
、
本
校

が
創
立
さ
れ
て
八
〇
周
年
を

迎
え
．
記
念
事
業
と
し
て
、
校
史
編
纂
・
校
庭
改

修
・
学
芸
部
室
の
新
築
を
企
画
し
、
そ
の
た
め
の

募
金
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
報

告
致
し
ま
す
。

同
窓
会
一
般
寄
付
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
厚
情

に
よ
り
、
十
一
月
末
現
在
ま
で
に
、
七
八
二
名
の

方
々
か
ら
七
八
〇
万
円
の
御
寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
募
金

の
目
標
額
は
、
当
初
七
千
万
円
（
内
同
窓
会
一
般

寄
付
は

Ｉ
１
万
円

）
で
あ
り
ま
し
た
が
、
物
価
上

昇
の
た
め
約
三
割
の
増
加
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
誠
に
恐
縮
で
す

が
、
趣
意

書
と
振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願

い
し
ま
す
。

同
窓
会
特
志
寄
付
は
、
井
上
工
業
株
式
会
社
を

始
め
、
多
数
の
有
志
の
方
々
や
会
社
か
ら
、
多
額

一
の
御
寄
付
を
赦
き
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
、
昨

ｔ ヽ

に

つ

ｔ ヽ

て

一
年
七
川
八
〇
川
年
記
念
事
業
委
貝
会
の
発
足
以
来
、

･ -一 一

生
憎
経
済
界
は
か
つ
て
な
い
不
況
に
見
舞
わ
れ
、

特
志
寄
付
に
つ
い
て
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
同
窓
生
の
母
校
愛
と
役
員
の
皆
様
の
献
身
的

な
ご
努
力
に
よ
り
、
募
金
は
順
調
に
伸
び
て
お
り

ま
す
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
特
志
寄
付
は
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委

貝
の
方
々
の
格
別
な
お
竹
折
り
に
よ
り
、
前
々
と

そ
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

似
金
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
何
分

に
も
一
憶
円
近
い
額
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
。
今
後

と
も
一
層
の
ご
援
助
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

な
ほ
現
在
ま
で
の
募
金
額
は
次
の
通
り
で
す
、

同
窓
会
特
志
寄
付
申
込
額
　
二
、
七
六
八
万
円

（
内
　
納
入
額
　
一
、
一
四
〇
万
円

）

同
窓
会
一
般
寄
付
納
入
額

Ｐ
Ｔ
Ａ
特
志
寄
付
納
入

総

額計

七
八
〇
万
円

一
、
四

七
八
万
円

五
、
〇
二

六
万
円

（
戸
塚

丁

Ｗ

Ｓ ●
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昭 和50 年 度 同 窓 会 経 常 会 計 予 算　　　　　　　　　 昭 和49 年 度 同 窓 会 経 常 会 計 報 告

（50年1 月~12月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49年1 月~12月）

収　 入　 の　 部 収　 入　 の　 部
費　　　　　　　目 昭50 年 予 算 備　　　 考

費　　　　 目 昭49 年予 算 実　 収　 入 備　　　 考
前年 度 か ら の 繰 越 余 226,021

前年 度 か ら の繰 越 金 265,325 265,325入　　　 会　　　 金 405,000 1,000 円 ×405

入　　　 会　　　 金 405,000 429,000
全 日1､000 円 ×425

通 に1 000 円 × ４
維　 持　 会　 費 1,200,000

利　　　　　　　　 忠 1､000 糾　　 持　 会　 費 614,610 1，577,000
ﾉﾆ

rこi　　　　　　　　　i 十 1,832,021
利　　　　　　　　 息 6,774 17,638

介　　　　　　　　 計 1,291,709 2,288,963支　 出　 の　 部

賞　　　　　　　目 昭 和50 年 予 算 備　　　 考

会　　　 議　　　 費 40,000 1万 支　 出　 の　 部

祝　　　 買　　　　費 150,000 7万
費　　　　 目 昭49 年予 算 実　 支　 出 備　　　　考

賤　　　 別　　　 賞 100,000 ０
会　　　 議　　　 砦 30,000 61,540慶　　　 弔　　　 費 60,000 3万

祝　　　 貿　　　 費 80,000 134,940
朗 別･ 地 区 別 ク
ラ ス 会 祝 金

通 仁 ・ 印 刷 代 220,000 ７万

旅　　　　　　　　 費 50,000 １万 賤　　 別　　　 費 100,000 86,000 転 退11政11政ｕ へ
総 会 通 信 印 刷 費 等 450,000 10 万

慶　　　 弔　　　 費 30,000 54,120 香典 ・花 輪
同　　 窓　　 会　　 報 150,000 ０

洒 信 ・ 印 刷 費 150,000 191 ，560事　　　 務　　　 費 400,000 33 万

旅　　　　　　 咄 40,000 34,010 京浜 川窓 会３回予　　　 備　　　 費 212,021 △79､688 万

合　　　　　　　　 計 1,832,021 総 会 通 信 印 刷 費 等 350,000 214,560
F

会 計 佼 内 幹 事　　 塩 浦 徳 三 郎

角　 田　 匡　 巳

昭 和50 年 度　 庶　 務　 報　 告

1　　　

50.1.25　　 同　　　　　　　　　　 鳥 崎　 尚 崎 商工　　 所　 ホ ー ル

QQn　　市江Gil奈今貧･入合口　’111’吉　咄;竹府IU.乙ヽ船

同　　 窓　　 会　　報 150,000 72,000

j･　　　 務　　　 費 70,000 482,242 ぺ件叫.･li拐川 岫

予　　　 備　　　 費 291,709 231 ，970 吹 流し 図占

特 ．別　 会　 計　 へ 500,000

次 年 度 へ の 繰 越 226,021

介　　　　　　　　 計 1，291,709 2,288,963

|
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昭付149年2月2日　

計 ギ内幹卜　　 掛 でj よづ宍

戸

お ふ も志 な に 員 か で 誇 私 い 根 ら す そ ｜ 感 う 心 先 先 か 参 最 達 真 ケ とに 何 卒 会 も ゆ 多 に 日一 い 嬉
’ り れ 同 願 国 於 さ ら あ る 達 か 幹 れ ば し ん 激 か と 生 生 つ加 年 し 似 代 マ っか 業 を う る 州 と ｀節 す い 日　 四

｀’　　 意 合 じ し の い れ　｀る 現 四 に 事 た ら て と で 仰 心 は か た下 長 た･jiの い11 や 三 行 一 制 で 十 終 が れ さ 制
四 義 い 釜 て 大 て て 入 と 高 十 大 長 丿

十 の ゜ の 出 事 は 二 学 自 崎 四 切 も 公 い 故 一 杯 に ふ 。恩 東 り 中 は や ッを ゜ て 年 た 確 を っ 才 か る う　 中`
四 あ が 飯 征 に 百 百 当 負 高 期 か 出 務 恩 田 杯 で や れ三 師 大 ｀曾 十 っパ 記 と み ど か 離 た の ら ら゚ う の　 四
期 る い をし 殉 四 名 時 し 等 生1一 席 の 師 中 に あ っ合 十 代 イな 根 八 て 吹 し 染 よ い 例 め れ 吉 多 三 私 若 ち ク
生 ク ま 食 た す 九 に 従 て 学 は を し 多 に 悦 ひ っ て い 年 表 ギ か 宇 才 み 奏 た め

っ っ 年 合 て 存 感 十 達 き つ ラ

Jf-ぷ=ｉｊ　。ヽヽｊ　。･･心J.i17 ，、-jJ･　ヽみ4ヽべhl･ ，1･ ilフ ッ　Ｊ　-１‐１ヽヽひVにﾀ!　11丿ﾁﾞｰt-1 ， .｡、ふ　之r7-･ ，|，●　ノ　ｊｌ　｀　　　』･Ｊ　ｊ-一ilt　s □
巾　７　し　｀j7　｀1ﾆljヽ1｀゛1又　　ﾉ坦　しIL･uヽ｜　’ﾘ´-1｀ヽﾉﾉ　7TU二k　’/　119」゛ﾉ/，　し　１　は1こ　＼　1よ　ノ　¬li･」‘な円一四･Lヽjiしぺ　　「‾‾‾’
任 ス っ な け く と っ よ る の 当 調 ． を ま 先 が 丿

理 会 て が で 敢 な た り　 ｃ中 に し 心 さ れ 生 り 先 ｃ だ た 辞 科　 ｀生 に　 ｀ ま ャ た 昆 り 親 め と を 学 又|U 糸 ち 歌　;1 £L

｀　　 事 で み ら あ 然 っ ゜五 こ で 八 て と ぃ た を 目 生 と に 今 を 主 我 以 は ぃ り ッ 鉢 が の 会 に 心 思 生 卒 生 の て に　 こyi!
，あ な 得 る と て し 十 の は 十 話 心 て こ も 頭 の ぃ 紋 日 あ 任 々 下 戻 ま　 ｀を 巻 －･ よ に 風 の ぃ の 業 が ふ 野 ．　 乙Z

真 っ の た　 ゜し し か 名 年 異 周 し の　 ｀ と 含 が 一 ぅ ぃ　 ｀だ 教 と 恩 ら や 休 全　 ｀致 ぃ 終 変 ふ 出 原 三 去 る に こ　　 幸il

た 心 ¬先 て ま し 入 昭 色 年 て つ 先 と め 熱 言 言 て 君 え 授 一 師 な 初 力 貝 胸　 ｀の る り れ し 点 十 る る 行 の

木 ゜に 心 生 陸 っ　 ｀学 和 の の 下 な 輩 考 て く 一 葉 ぃ 達 ら 多 番 諸 か 老 章 前 に 自 を こ な 介 て に 年 八 か か 友　 £ヒ

生 と も 海 た 卒 者 十 ク 伝 さ が の え な な 言 で る と れ 田 縁 光 っ の 使 用 こ 線 機 の ク ぃ　 ｀返 の 月 な む 得　　 ロ

き心生軍゜業は五ラ統っり中さんっがあか私た-やの生た域定　｀筒二に会ラ1-あっ記十゛語だ

実　 て の 徒 に み 時 増 年 ス を た の 曾 せ と た じ る ど の 拍汲 深 も　 帽こ の 君 夕 本　 ｀も ス を ら て 念 五 の ら る

._.＿　＿‥ の 生 ち ア の － ソ 徒 わ ラ 監 な 耶 を 宿 印 第 へ か 高 高 名 ダ く 学 前 ぃ 特 遇

び 達 や ダ 同 つ ン　 ｀ ぃ ダ 僣 小 っ ぶ 練 し 六 這 っ 君 々 と ビ の ん に た 別 ご 私

と を ん 名 期 の で 部 が ビ の 林 て つ 習 た 回 ぃ た 馮 の 吹 ｜ 友 だ し だ に し に　　
私

遇　 呂- で 生 自 の 員 ら ｜ 岡 先 ぃ け　 ｀ ９ 広 土 二 の 校 き 部 人　 ｃ て き － だ と　　 の

し ぉ を 親　 ｀ 慢 峻 で れ　 ｀ 田 生 る 介 同 バ 心 っ と 幼 庭 さ　 丿 こ も　 ｀　｀ 落 者 多　　　_._

た客高し六の勝あたバ先　｀’‘っヒス田たなまらそ恵っ高人第はく　　局

四 様 崎 ま 百 夕 は っ　 ス 生 息 排 だ 力 ヶ 休 こ 階 顔 で し の ま と 松 学 し　 ｀ の　　 校

年 に で れ 数 ネ　 ｀ だ 今 ケ　 ｀ 師 任 仲 マ ッ に と 段 が 毎 の 練 れ も 町 直 て そ 思　　　 叉

間 迎 経　 ｀ 十　 でヽ男　 と 思 ッ バ の の 問 のI ヽ 出　 ｃ の 目 口 八 習 だ 四 の 前 ー ぅ ぃ　　　 時

加え営現名あ子思えトス故立達め部場で于に通子のl1年兵に四サ出，吉一代

目るし在にる三ぅばのヶ富石　’゛しの　｀もス浮っ代為人間付焼年ラに９

に と な 巾 。 ヽ 人 丿 辿 諸 ッ 目］ 元 今 を 汗 青 諸 リ ょ た 僑 一 学 通 跡 け 間 に 川 見 の

浮　 ｀ が 華 ら 人 の 第 分 先 ト ラ 生 も 食 ビ 春 先 に　 ∩11 を 年 時 っ で 落 迦 は っ　　　 照

五 ぶ 自　ら 料 っ 学 説 六 と?|| ． 部 ダ　 ｀ 親 ぃ ヴ の 輩 つ 夏 口 渡 生 に た 最 ち 学 ぃ た　 沢　 ″じ｀
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回 で ｀ ｏ ¬ ん 卒 る 校 的 特 水 部 の 交 の り　｜ ぉ り の 村 現 二 し で 一 介 許 だ 時
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本
校
の
歩
み

き
び
し
い
進
級

‘
時
に
自
弁
す
る

と
な
る
と
、
や
は
り
中
農
以
上
の
資
力
を
必
要
と

し
た
。

教
科
書
　
教
科
書
は
文
部
省
検
定
の
尋
常
中
学

校
用
の
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
し
か
し

な
か
に
は
自
分
で
わ
ざ
わ
ざ
筆
写
し
た
も
の
を
使

用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
内
容
は
理
科
系
や
地
歴

も
の
は
か
な
り
程
度
が
高
く
、
分
量
も
豊
富
で
、

こ
と
に
漢
文
に
あ
っ
て
は
い
ま
よ
り
は
る
か
に
高

度
で
、
初
学
年
か
ら
白
文
講
読
も
行

は
れ
、
高
学

年
で
は
原
書
（
唐
本

）
を
そ
の
ま

ゝ
使
用
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

生
徒
心
得
　
前
文
と
八
ヶ

条
の
心
得

が
示
さ
れ

の

も

の

は

旧

弊

を

ま

ぬ

が

れ

な

い

が

、

国

漢

系

の

Ｘ
　
Ｓ
Ｉ
Ｓ
４
　
ｊ
Ｏ
　
　
　
　
ｉ
ｌ
一
一
ｆ
ｌ
　
　
４
Ｊ
　
　
　
　
ｓ
　
Ｉ
　
　
　
一
１
　
　
　
　
１
Ｓ
　
ｌ
ｌ
　
Ｏ
Ｓ
　
Ｊ

た
ほ
か
に

上
校
ノ
節
ハ

必
ズ
本
校
所
定
ノ
制

服
ヲ
着
用
ス
ペ
シ
」
と
の
規

定
も
あ
っ
た
が
、
ま

だ
制
服
・
校
章
な
ど
は
制
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
竹

林

今
春
校
内
幹

事
を
や
め
ま
し
た
の

で

、
今
回
で
欄
筆

、
交
代
し

ま
す

）。

会

報

係

メ

モ

▼
日
本
の
海
外
進
出
に
伴
な
い
海
外
で
活
躍
す
る

同
窓
生
も
増
加
の
一
途
。
そ
こ
で
海
外
生
活
1
0年

の
ベ
テ
ラ

ン
5
4期
活
水
明
君

が
中
心
と
な
り
欧
州

高
々
支
部
を
発
会
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
が
来
春
帰

国
と
な
り
、
こ
の
計
画
も
フ
イ
。
目
下
後
任
を
物

色
中
、
世
界
中
に
支
部
が
で
き
る
の
を
期
待
し
た

Ｘ
Ｉ

Ｉ

Ｌ
Ｖ▼

竹
林
先
生
の
「
本
校
の
歩
み
」
も

Ｉ
応
終
了

そ
の
代
わ
り
の
企
画
を
目
下
検
討
中
。
御
希
望
の

企
画

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
校
内
幹
事
宛
御
一
報
下

さ
い
。

▼

会

報
も
一
年
に
一
回
で
は

寂

し

い

が
Ｊ
　
印

刷
代
よ
り
郵
送
代
に
莫
大
の
費
用

が
か
か
る
の
が

難
点
。
期
別
、
地
区
別
の
様
な
配
布
網

が
あ
れ
ば

回
数
も
ふ
や
せ
る
の
だ
が
。
名
案
は
あ
り
ま
せ
ん

か

。
▼
5
1年
度
総
会
な
ら
び
に
新
年
会
は
一
月
二
十
四

日
（
日

）
午
後
三
時
か
ら
。
場
所
は
市
役
所
西
側

高
崎
地
区
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
。
乞
で
来
場
。

▼
会
報
係
が
岡
村
の
下
に
鈴
木
・
桶
杉
と
増
員
に

な

り
ま
し

た
。
今
後
と
も
宜
し
く
。

の
こ
と
な
ど

そ

の
ｍ

入
学
試
験
　
分
校
設
置
の
こ
と
が
本
ぎ
ま
り
と

な
り
、
峰
岸
米
造
分
校
主
任
が
赴
任
し
た
の
が
明

治
三
十
年
三
月
二
十
九
日
。
四
月
一
日
か
ら
群
馬

片
岡
郡
役
所
で
執
務
が
開
始
さ
れ
、
早
速
入
学
試

験

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
定
貝
二
学
級
八

十
名
の
と
こ
ろ
七
十
一
名
（
七
十
六
名
と
い
う
資

料
も
あ
る
）
の
志
願
者
た
っ
た
。
そ
こ
で
、
全
員

入
学
と
き
ま
り
試
験
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

を
知
っ
た
受
験
生
は
弁
当
を
持
参
し
て
集
っ
た
が

た

’ヽ
ち
に
解
散
、
島
川
畔
で
日
な
た
ば
っ
こ
を
し

な
が
ら
弁
当
を
食
っ
て
帰
宅
し
た
と
い
う
話
で
あ

る
。
翌
年
度
か
ら
は
入
試
が
続
行
さ
れ
た
。

教
師
　
教
員
は
五
名
。
峰
岸
主
任
が
東
京
で
逃

ん
で
つ
れ
て
こ
ら
れ
た
人
達
た
っ
た
。
英
語
の
石

川
鶴
太
郎
（
岐
阜
・
ア
ダ
名
ツ
ル
）
、
体
操
の
沢

井
礎
古
（
京
都
・
豆
銀
貨

）
絵
画
の
芳
貿
金
登
（

群
馬
・
ド
モ
リ
）
数
学
の
山
本
幸
太
郎
（
石
川
・

親
方
）
国
漢
の
大
塩
平
作
（
栃
木
・
旦
那
。）
早
速

ア

ダ
名
を
頂
戴
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
ま
と
か
わ

り
な
い
。
峰
岸
主
任
は
「
貴
公
子
」
た
っ
た
。

授
業
　
授
業
は
赤
坂
長
松
寺
で
行
わ
れ
、
一
年

生
の
科
目
は
倫
理
（
週
一
時
間
）
国
語
・
漢
文
・

書
取
作
文
（
七
時
間
）
英
語
（
三
時
間

）
歴
史
・

地
理
（
三
時
間

）
算
術
・
幾
何
（
四
時
間
）
習
字

（
一
時
間
）
画
学
（
二
時
間
）
体
操
（
三
時
間
）

の
十
二
科
目
。
百
点
法
で
成
績
が
評
価
さ
れ
、
六

十
点
以
上
が
合
格
。
平
常
点
六
割
、
学
期
試
験
四

割
と
い
う
の
が
基
準
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
操
行

が
草

創

の

－`

こ

ろ

る
と
、
在
籍
者
六
十
名
、
入
学
時
よ
り
す
で
に
十

一
名
減
。
そ
の
う
ち
十
名
が
落
第
し
、
五
十
名

が

二
年
生
に
進
級
し
た
。
操
行
丁

は
い
な
い

が
、
長

欠
者
一
名
の
ほ
か
九
名
は
成
績
不
良
で
落
第
に
な

っ
て
お
り
、
ず
い
分
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
進
級
者
五
十
名
の
う
ち
無
事
卒
業
で

き
た
の
は
わ
ず
か
に
十
九
名
、
こ
れ
ま
た
非
常
に

き
び
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
第
一
回
卒
業
生

は
全
部
で
三
十
四
名
で
あ
る
か
ら
、
残
り
十
五
名

は
そ
の
後
の
他
校
か
ら
の
転
入
者
で
あ
り
、
大
部

分
は
多
野
分
校

－
藤
岡
）
か
ら
の
転
入
者
た
っ
た
穴

年
令
　
右
の
成
績
表
か
ら
入
学
時

の
年
令
を
逆

算
し
て
み
る
と
‥収
高
十
七
年
十
ヶ
月
（
い
ま
の
高

校
三
年
生
）
最
低
十
二
年
五
ヶ
月
（
中
学
一
年
生
）

と
か
な
り
の
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
。
大
部
分
は
十
五

才
。
こ
れ
は
当
時
、
中
学
校
入
学
資
恪
は
高
等
小

学
校
二
年
（
小
学
六
年
生

）
修
了
以
上
と
な
っ
て

い
た
の
が
、
始
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
多
く
は
高

等
小
学
校
四
年
卒
業
生

が
応
募
し
た
た
め
で
あ
る
。

い
ま
の
中
学
校
よ
り
は
二
年
以
上
も
年
令
が
高
か

つ
た
の
で
、
成
絹
物
を
み
る
と
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
、
ど
れ
も
能
筆
で
あ
る
。

学
資
　
生
徒
の
学
資
金
は
規
定
で
み
る
と
、
毎

月
の
費
用
、
授
業
料
一
円
・
筆
墨
紙
費
二
十
銭
・

食
費
（
寄
宿
生

）
三
円
・
雑
費
（
小
遺
い
を
ふ
く

む
）
九
十
銭
、
計
五
円
十
銭
。
学
年
始
め
臨
時
費
、

教
科
書
代
五
円
五
十
銭
、
被
服
費
十
六
円
六
十
銭

（
う
ち
夏
服
二
円
・
冬
服
六
円
・
外
と
う
六
円
五

あ
り
、
そ
の
評
定
丁

は
無
条
件
で
落
第
で
あ
っ
た
・

り
　
そ
呪
計
定
丁
は
無
条
件
で
落
第
で
あ
っ
た
。
一
十
銭
・
靴
一
円
五
十
銭
・
帽
子
六
十
銭
）
両
方
八
‐

進
級
　
第
一
回
生
の
一
年
生
学
年
成
績
表
を
み
　
一
計
二
十
七
円
二
十
銭
。
い
ま
と
貨
幣
価
値
が
こ
と

名
簿
係
か
ら
の
お
願

い

早
い
も
の
で
新
名
簿
発
行
ま
で
あ
と
一
年
余
と

な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
こ
と
し
も
異
動
訓
査
を
ハ

ガ
キ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
只
今
、
新
名
簿
原

稿
の
全
面
書
き
換
え
の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
全
員
の
方
に
御
面
倒
で
も
改
め
て
通

知
を
い
た
だ
き
、
正
確
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

特
に
、
現
在
大
学
在
学
中
の
方
、
社
会
人
三
、
四

年
生
ま
で
の
方
が
中
々
つ
か
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

一
段
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
。
尚
、
名
簿
予
約
の

受
付
け
は
来
年
の
同
窓
会
報
で
連
絡
い
た
し
ま
す
。

係
　
増
村
　
博
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1
1

！

旧
師
の
コ
ラ
ム

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

し 。。Ｊ

始
あ
る
も
の
は
終
あ
り

内

藤

由

己

男

高
中
に
終
あ
ら
し
め
た
最
後
の
校
長
は
誰
で
あ

っ
た
の
か
、
高
高
の
レ
ー
ル
を
敷
い
た
初
代
校
長

は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
両
つ
な
が
ら
私
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
数
多
い
卒
業
生
の
中

で
誰
一
人
た
だ
の
一
度
も
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た

者
は
無
い
で
あ
ろ
う
‘
。

か
く
壮
語
す
る
私
は
一
体
何
者
で
あ
ろ
う
か
、今

何
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
四
年
前

に
公
職
を
退
い
て
、
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
魚
釣
を

本
業
と
し
、
囲
碁
を
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
、
読
書
を

趣
味
と
し
て
凡
庸
に
そ
の
日
を
過
し
て
い
る
一
市

井
人
で
あ
る
。

年
は
喜
寿
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

退
職
を
し
た
時
、
白
‥
分
の
意
志
決
定
に
よ
り
そ

れ
を
行
っ
た
の
で
、
生
死
の
決
定
も
出
来
る
な
ら

ば
自
分
の
意
志
に
よ
っ
て
そ
れ
を
断
行
し
た
い
も

の
だ
と
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
考
え
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
公
職

を
退
く
こ
と
は
後
進
に
道
を
開
く
と
い
う
社
会
的

意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
自
殺
と
い
う
こ
と
は

社
会
的
に
格
別
仙
極
的
意
義
を
一
般
的
に
は
持
た

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
作
家
と
い
う
人
達
の

中
に
は
、
自
殺
す
る
こ
と
に
依
っ
て
読
者
に
或
る

感
銘
を
与
え
、
そ
の
作
品
に
光
彩
を
添
え
る
も
の

も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
私
の
身
上
に
は
そ
れ
も
な

じ
ま
な
い
事
で
あ
る
、
従
っ
て
良
い
死
を
希
う
為

に
は
死
を
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
心
境
に

な
っ
て
来
た
。
死
を
私
物
と
し

は
よ
く
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
運
命
に
任
せ
る
べ

て

云

々

す

る

こ

と

ｓ
ａ
　
９
１
７
ｓ
ｇ
ａ
ｌ
ｔ
．
１
１
卜
‘
？
、
ヽ
へ

き
も
の
で
あ
る
と
い
う
心
境
に
な
っ
て
き
た
。
夕

焼
の
あ
の
華
麗
な
壮
昧
な
シ
ー
ン
と
し
た
大
空
の

下
に
立
つ
と
、
し
み
じ
み
と
小
さ
な
人
間
の
運
命

と
い
う
も
の
に
思
い
到
る
の
で
あ
る
。

逢
は
ざ
ら
め
や
も

安
　
居
　
次
　
夫

遠
い
日
の
記
憶
の
中
か
ら
、
私
の
内
に
、
ふ
た

た
び
甦
っ
て
き
た
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
歌

が
あ

る
。
「
逢
ひ
て
た
だ
微
笑
み
か
は
し
う
な

づ
か
ば

足
り
む
逢
ひ
な
り
逢
は
ざ
ら
め
や
も
ご
牧
水
の
、

友
を
お
も
う
一
首
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
歌
の
お
も
む
き
が
、

心
に
し
み
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
ろ
そ
ろ
還
暦
も
近
く
な
っ
た
頃
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。還

暦
と
い
え
ば
、
私
は
定
年
退
職
の
日
を
高
崎

高
校
で
迎
え
た
。
そ
の
日
ま
で
、
教
職
に
つ
い
て

か
ら
三
十
七
年
、
転
任
は
六
回
に
及
ん
だ
が
、
そ

の
う
ち
高
高
に
在
っ
た
歳
月
は
、
前
後
あ
わ
せ
て

二
十
三
年
に
な
る
。
私
の
教
職
生
活
の
大
半
は
、

高
高
と
共
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
昭
和
十
三
年

私
か
赴
任
し
た
当
時
の
生
徒
諸
君
は
、
今
日
で
は

す
で
に
五
十
歳
を
越
え
た
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
諸
君
の
ク
ラ
ス
会
な
ど
に
出
県
す
る
時
の
心
境

は
、
稿
の
最
初
に
掲
げ
た
牧
水
の
歌
が
、
こ
れ
を

尽

く
し
て

い
る
。

微
笑
み
交
は
し
う
な
づ
か
ば
足
り
む
逢
ひ
な

り
①

と
は
、
よ
く
も
歌
い
得
た
も
の
だ
と
思
う
、

こ
う
し
た
心
境
の
理
解
は
、
若
い
世
代
の
人
々
に

は
、
や

ゝ
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
……
。

「
青
年
と
は
未
米
に
生
き
る
者
で
あ
り
、
老
人

と
は
過
去
に
生
き
る
者
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

長
い
間
、
私
は
生
活
の
信
条
と
し
て
き
て
い
た
。

在
職
中
、
私
は
常
に
青
年
で
あ
る
こ
と
を
希
み
、
・

そ
の
た
め
の
努
力
も
フ
つ
け
て
き
た
。
現
在
に
お
　
］

い

て

も

な

い
φ
Ｉ

Ｘ

カ

そ
う
あ
る
こ
と
を
希
ま
な
い
わ
け
で
は

年
令
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
自
然
の
理

は
、
過
ぎ
去
っ
た
日
々
の
回
顧
に
、
私
を
誘
う
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
か
つ
て
の
日
共
に
あ
っ
た
風

景
や
人
々
の
而
影
が
、
折
に
ふ
れ
、
な
つ
か
し
ま

れ
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
、
め
ぐ
り
逢

う
機
会
さ
え
与
え
ら
れ
れ
ば
、
「
逢
は
き
ら
め
や

も
」
と
い
う
気
持
は
、
強
く
、
私
を
と
ら
え
て
離

さ
な
い
の
で
あ
る
。

同
じ
時
代
に
活
躍
し
た
社
中
が
、
ク
ラ
ブ
を
問
わ

ず
ふ
た

Λ

視
野
も
広
が
り
交
友
も
密
に
な
っ
て
行
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
よ
り
も
広
義
に
於
け
る
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
の
結
束

は
無
条
件
に
意
義
深
い
も
の
と

し
て
受
け
と
め
育
て
ね
ば
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
、

こ
の
会
の
会
長
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
国
峰
善
次
郎
（

5
0回

）
剛
会
長
は
テ
ニ
ス
の
勝
供
　
八
（
5
2）

ｌ

球
の
中
川
保
（
5
2）
バ
ス
ヶ
ツ
ト
の
友
松
敬
三
（

6
1）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

早
速
新
入
生
に
『
迦
動
部
へ
の
勧
め
』
を
配
り

運
動
部
の
意
義
を
示
し
ま
し
た
。
又
屋
内
外
川
の

応
接
旗
を
学
校
に
贈
り
、
野
球
の
応
援
と
も
な
れ

ば
胞
の
マ
ー
ク
に
校
章
が
入
っ
た
大
応
援
旗
が
翻
っ

て
お
り
ま
す
。
又
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
休
出
場
者

に
饌
別
、
荒
れ
た
校
庭
の
排
水
工
事
と
事
業
面
で

現
役
の
交
流
の
広
場
と
し
て
活
川
し
て
い
た

Ｘ
く

よ
う
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
、
ま
だ
発
足
し
二
年

目
、
同
窓
会
、
学
校
当
局
に
御
心
配
を
か
け
な
が

ら
地
味
で
す

が
着
々
と
面
巡
し
て
お
り
ま
す
、

お
蔭
様
で
現
役
の
各
部
の
活
躍
も
目
ざ
ま
し
く

介
を

終
り
ま
す
、

（

川

島

）

母
校
だ
よ
り

翠
轡
体
育
会
の
発
足
と
活
躍

既
に
御
存
知
の
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、

戦
後
の
運
動
部
の
卒
業
生
達

が
昨
年
翠
柳
体
育
会

を
つ
く
り
ま
し
た
。
　
こ
れ
は
母
校
連
動
部
の
後
　
一
も
活
躍
、
先
日
懸
案
の
会
報
も
発
刊
さ
れ
、
Ｏ
Ｓ

援
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
そ
し
て
各
部
Ｏ
Ｂ
会
の

充
実
を
旗
印
に
結
成
さ
れ
た
の
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
指
導
に
当
っ
て
い
る
私
達
の
立
場
か

・
ら
み
て
、
川
来
の
所
属
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
個
人
か
ら
夫

一
々
の
形
態
で
指
導
、
後
援
し
て
い
た
だ
い
た
縦
の

関
係
か
ら
運
動
部
辿
八
日
休
と
も
云
へ
る
組
織
で
、

丁
迎
い
将
来
必
ず
卒
業
生
も
鼻
高
く
し
て
ス
ポ
ー
ツ

見
守
っ
て
下
さ
る
の
で
す
か
ら
心
強
く
、
フ
ァ
イ
　
ー
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
が
み
て
紹

ト
も
増
す
も
の
で
す
、
又
Ｏ
Ｂ
の
面
か
ら
み
れ
ば

進　 学　 状　 況
ｔ

腫　 別　 合　 ，十 48年 49年 50 年

Ａ　 国　 立　 一　 期 75 90 101

Ｂ　 田　 立　 二　 間 63 61 77

Ｃ　 公　　　　　　 立 19 15 14

Ｄ　 私　　　　　　 立 373 345 389

Ａ 十 Ｂ 十 Ｃ 十 Ｄ 530 511 581

準 大 学 ・ 短 大・ 各 種 ５ ７ ６

!.総　　　　　　　　　計 535 514 587

卒　　 匙　　 者　　 数 368 369 362

現 役 進 学 者 数 134 133 126

合 格者 ／ 進学 希 望 者 37.0 ％ 36.1 ％ 34.8 ％

48年 49年 50年 48年 49年 50年

北　　 人 ３ 10 ６ 青 学 人 19 17 14

東 北 大 ８ 21 18 学 習 大 13 ３ 10

Ｆ 莫 大 12 11 ７ 慶 応 人 36 26 31

束　　 大 11 ５ 20 芝 浦 工 大 14 １ ５

一 橋 大 ５ １１ ４ 上 智　大 ９ ９ 11

束 工 人 ３ ２ ４ 中 火 人 27 29 32

筑 波 人 ／ ７ ７ 東 海 人 ４ ３ ３

新 潟 大 17 １１ 14 束 京電 機 ３ １ １

金 沢 人 ２ ３ （ 1/　　月1 科 28 17 22

京 祁 人 ５ ３ ８ //　医 大 ２ ５ １

群　　 大 34 30 34 束 洋 大 10 ６ ５

埼　1レ 人 ９ ７ 11 日 本 大 20 22 22

束 外 大 ２ １ ２ 法 政 大 22 23 28

山 梨 大 ２ １ ２ 明 治 人 53 50 41

信 州 人 ３ ８ ７ 立 教 人 13 13 26

横 岡 大 ２ ４ ５ 立 命 館 ５ ４ 11

高 経 大 ９ ７ ８ 同 志 杜 １ ５ ６

横 巾 人 ４ ６ ３ 早 稲 川 人 53 43 61
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